
≪学部消息≫

9月 8日因 定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

(3)寄附の受入れについて

14)人事委員会報告

151 教務委員会報告

教 授 会 メ モ

G)地球物理研究施設長の選出について       いて

O (7t <atb. G)人事委員会報告

(71 会計委員会報告

(8)そ の他

(次回予定 :11月 17日 凶 13時 30分より)

人 事 異 動 報 告

(助  手 )

所属   官職    氏   名   発令年月日  異動内容    備       考
数 学  助  手  谷 島 賢 二  57.9.1  昇  任  東大固助教授ヘ

人 類    ″   宝 来   聰  57.9.1  転  任  国立遺伝研研究員ヘ

地 質    ″   増 田 俊 明  57.10.16   ″   静岡大囲助手へ

● 鯖臓D
物 理  助 教 授  三 須   明  57 9.30  辞  職  東京理科大 (理 )教授ヘ
地 物   ″   中 澤   清  57.10.16  配 置 換  京大助教授 (理 )よ り
(職  員)
植物園  事 務 官  宮 入   勇  57.9.30  辞  職  勧しよう退職
臨 海  技  官  島 崎 一 幸  57.9.30    ″    自己都合
物 理  技 能 員  清 水   豊  57.9.30    ″     ″

中間子  技  官  松 崎 禎市郎  57.10.1  降  任  東工大助手より
物 理  技  官  沼 尾 登志男  57.10 14  辞  職  自己都合

10月 20日 因 定例教授会

理学部 4号館1320号室

議 題 (D 前回議事録承認

(21 人事異動等報告

(3)研究生の入学について

(4)研究生の研究期間延長について

(5)昭和57年度奨励研究員の受入れにつ
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¬

外国人客員研究員報告

所属  受入れ教官  国 籍   氏    名   現  職  研究員期間  備     考

物 理 山 崎 教 授 オランダ 」aCOb Doornbosカ ナダ   57.9.22
TRIUMF    t
研究員   58.1.22

化 学 向 止1教 授 ドイツ連  Eckhard Dietrich日 本学術振興 57.8.10
邦共和国 schwさnner   会博士研究員   t

58.  8   9

情 報 山 田教 授 中華人民 孫   淑   玲 中国科学技術 57.11.5 東大工学部と中国科
共和国           大学講師     と   学技術大学との協力

58.2.4 研究による派遣

数 学 塩田助教授  ドイッ連 HOibert Popp  マイハイム大 58.2 17
邦共和国          学教授      t

58.  3  30

海 外 渡 航 者

(9   月 )

所属  官職  氏   名   渡 航 先 国  渡航期間    渡  航  目  的

化 学 助教授 岡 崎 廉 治 連合王国, ドイ 9.4～ 9.26 「有機硫黄化学国際シンポジウム」
ッ民主共和国,       出席及び有機化学に関する研究連絡
アメリカ合衆国       のため

地 物 教 授 小 嶋   稔 アメリカ合衆国 9_8～ 9.19 第45回隕石学会出席のため

物 理 教 授 上 村   洸 連合王国, フラ 9.1～ 9.12 第16回国際半導体物理学会議出席及
ン ス び固体物理理論に関する研究連絡の

ため

物 理 助教授 llFT 戸 周 治
 占
イッ連非「共不口 9.18～ 108 :ti侃

是曇靡霙琴詔器 ]是it発望   ・
型測定装置及び測定のためのソフト
ウェアの調査研究のため

化 学 教 授 不 破 敬一郎 アメリカ合衆国,9.14～ 103 第19回分析化学,分光学合同会議 ,

カナダ 第29回カナダ分光学会年会出席及び
無機化学に関する研究連絡のため

化 学 教 授 向 山 光 昭 中華人民共和国 9.18～ 9.21 「中国化学会50周年記念大会」出席
のため

地 殻 助教授 脇 田   宏 中華人民共和国 9.7～ 9.15 大陸地震と地震予知に関する国際シ
ンポジウム出席のため

物 理 助教授 釜 江 常 好 アメリカ合衆国 9.14～ 9.19 電子,陽電子衝突型加速器による新
粒子検出実験のため
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所属  官職  氏   名

植物園 講 師 加 藤 雅 啓

素粒子 助教授 戸 塚 洋 二

物 理 教 授 小 柴 昌 俊

物 理 助教授 永 宮 正 治

地 物 教 授 岸 保

物 理 助教授 中 井

勘三郎 中華人民共和国

浩 ニ アメリカ合衆国

9.24-1013

927-10.9 大気中の超長波に関する調査研究の
ため

926-1014 原子核,原子核衝突に関する国際会
議出席及び高エネルギー原子核相互
作用の研究のため

渡  航  目  的

分類学シンポジウム出席及び植物学
に関する研究連絡のため

ざe~相互衝突装置「 DETRA」 te・e~
測定装置「 JADE」 による万能型測
定装置及び測定のためのソフトウェ
アの調査研究のため

eち 本目互衝突装置「 PETRA」及ёtte~
測定装置「 JADE」 による万能型測
定装置及び測定のためのソフトウェ
アの調査研究のため

ベバラックにおける高エネルギー重
イオン反応の共同実験及び原子核衝
突国際会議出席並びに原子核実験に
関する研究連絡のため

渡  航  目  的

真核生物遺伝子の発現制御機構の研
究のため

糸田胞生物学 , 特 |こ レトロウイルスに
よる細胞の トランスフォーメーショ
ンに関する研究のため

東北日本第四紀火山岩の地球化学的
研究のため

準安定励起原子ビームによる解離励
起反応の動力学に関する調査研究の
ため

台湾産マメ科植物の調査研究のため

確率論及び物理数学に関する研究の
ため

ゼオライト鉱床に関する調査及び研
究連絡のため

有機合成化学に関する調査研究のた
め

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

スイス, ドィッ
連邦共和国

スイス,ド イッ
連邦共和国

アメリカ合衆国,

カナダ

渡航期間

9.13-9`28

9.27～ 1010

927-1010

所属  官職   氏   名

生 化 助 手 岡 田 清 孝

生 化 助 手 伊 庭 英 夫

地 質 助 手 柵 山 雅 則

(10

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

連合王国

月 )

渡航期間

10.1 ～

58.7.31

1016～

58 10. 15

10.9～
59 10. 1

10.1-12.31

109-12.7

10.5-12.31

10.17～10.22

10 21-11.1

化 学 助 手 鈴 木   薫 連合王国

植物園 助 手

数 学 助 手

地 質 助教授

仁 台 湾

成 雄  ドイツ連邦共和
国

田
　
岡

口巴
　
楠

歌 田   賞 大韓民国

化 学 教 授 向 山 光 昭 アメリカ合衆国
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所属  官職

物 理 助 手

氏   名

野 崎 光 昭

渡 航 先 国

ドイッ連邦共和
国

アメリカ合衆国 ,

カナダ

中華人民共和国

渡航期間

10.19-12.25

10,9-10 18

10.5‐‐10.25

10.15～ 11.5

1018～ 11.2‐

lo 22～ 11. 2

10.18～11. 6

10.31-11 21

10.2-10.10

物 理 教 授 山 崎 敏 光

天 文 助教授

化 学 助教授 近 藤   保 アメリカ合衆国

天 文 助 手 吉 村 宏 和 中華人民共和国

渡  航  目  的

∫:f翻是塁響季R31]1】 itl望
型測定装置及び濃1定のためのソフト
ウエアの調査研究のため

実験計画委員会出席及びTRIUMF
における将来計画討議のため

恒星,銀河の分光測光的研究実施の
ため

多原子分子の解離励起反応における
遷移状態の研究のため

太陽ダイナモについての日中共同研
究のため

無機化学に関する調査研究のため

東アジアコンピュータ会議出席及び
コンピュータに関する研究討議のた
め

日米科学協力事業「電子・陽電子衝
突型加速器による新粒子検出実験」
のため

DESY及 びCERNに おける素粒子
物理学国際協力施設研究状況調査及
び事務打ち合わせのため

小 平 桂 一

破
　
川

不
　
一則

学
　
報

化
　
情

教 授

助教授

物 理 助教授 釜 江

事 務 事務官 福 井

敬一郎 中華人民共和国

守  マレーシア, イ
ンド,香港,台
湾

常 好 アメリカ合衆国

保  男  スイス, ドイッ
連邦共和国

毎 月 1

「省 ルギー」

の 日 で す。

よ
　
ネ

日
　
ェ
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